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『
放
火
』
及
び
『
放
火
の
疑
い
』

に
よ
る
火
災
は
、
昭
和
60
年
以
降
連

続
し
て
全
国
の
出
火
原
因
の
ト
ッ

プ
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

昭
和
町
、
竜
王
町
、
田
富
町
、

玉
穂
町
及
び
甲
府
市
で
も
４
月
上

旬
か
ら
連
続
し
て
40
件
以
上
の
原

因
不
明
の
火
災
が
連
続
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

放
火
に
よ
る
火
災
の
要
因
は
、

様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
般
の

火
災
と
は
異
な
っ
た
予
防
対
策
が

必
要
で
す
。

　

次
の
点
に
特
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

建
物
に
放
火
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を

見
る
と
、
建
物
外
周
部
、
倉
庫
・
物

置
、
共
同
住
宅
等
の
玄
関
ホ
ー
ル

や
階
段
等
の
共
用
部
分
な
ど
、
侵

入
さ
れ
や
す
い
場
所
や
人
気
の
な

い
暗
が
り
に
お
け
る
放
火
が
目
立

ち
ま
す
。

　

侵
入
を
防
ぐ
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
施
錠
管
理
を
き
ち
ん
と
行
う

こ
と
と
、
照
明
器
具
の
設
置
等
に

よ
り
暗
が
り
を
な
く
す
こ
と
が
放

火
火
災
を
防
止
す
る
上
で
有
効
で

す
。

　

ま
た
、
建
物
の
周
辺
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
放
置
せ
ず
に
、
き
ち

ん
と
片
付
け
て
お
く
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

夜
間
無
人
に
な
る
工
事
現
場
や

空
き
家
な
ど
も
監
視
性
が
低
く
放

火
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、

同
様
の
措
置
を
講
ず
る
と
と
も
に
、

敷
地
内
へ
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
の

囲
い
等
の
設
置
、
電
源
の
遮
断
、

ガ
ス
の
供
給
停
止
等
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

路
上
、
建
物
外
周
部
及
び
屋
外

駐
車
場
に
駐
車
中
の
車
両
の
荷
台

や
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
な
ど
に
放
火
さ

れ
る
ケ
ー
ス
や
、
施
錠
が
さ
れ
て

い
な
い
車
両
の
内
部
に
放
火
さ
れ

る
ケ
ー
ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

　

防
止
対
策
と
し
て
は
、
不
用
意

に
車
を
放
置
し
な
い
こ
と
が
重
要

で
す
が
、
ボ
デ
ィ
カ
バ
ー
に
防
炎

製
品
の
も
の
を
使
用
し
た
り
、
施

錠
管
理
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
も

有
効
で
す
。

　

夜
間
に
ゴ
ミ
捨
て
場
の
ゴ
ミ
や

放
置
さ
れ
た
新
聞
・
雑
誌
等
に
放

火
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
夜
間
に
ゴ
ミ
を
放
置
し
な

い
な
ど
ゴ
ミ
収
集
場
所
の
環
境
づ

く
り
を
地
域
ぐ
る
み
で
実
施
し
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
の
高

揚
を
図
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　　

甲
府
地
区
消
防
本
部
、
甲
府
警

察
署
、
南
甲
府
警
察
署
、
町
消
防

団
及
び
、
町
で
は
町
内
を
巡
回
し
、

厳
重
な
警
戒
に
あ
た
っ
て
い
ま
す

が
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り

が

家の周りや外階段の下に紙類等の可燃物を放
置していませんか？

ゴミ収集の前日にごみを出していませんか？

共同住宅等の共有部分を物置代わりにしてい
ませんか？
自転車やオートバイのかごに物を置いたまま
にしていませんか？
自転車やオートバイのボディカバーは防炎品
を使用していますか？

玄関、物置、車庫の施錠はされていますか？

郵便受けに新聞やチラシ等がたまっていませ
んか？

消火器は使いやすい場所にありますか？

門灯、玄関灯の照明状況は良好ですか？

家族で放火防止の話し合いをしていますか。

環
境
づ
く
り
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
不
審
な
人
物

等
を
見
か
け
た
ら
、
ど
ん
な
小
さ

な
情
報
で
も
結
構
で
す
の
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
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4 月 19 日（土） 午後 11時 25分頃 家具店敷地内広告用のぼり旗焼損 河 西 地 内
4月 23日（水） 午後 11時頃 常永保育園西側畑のワラ束焼損 河 西 地 内
4月 23日（水） 午後 11時 30分頃 農業用倉庫の外壁・使用済ビニール焼損 河東中島地内
4月 23日（水） 午後 11時 35分頃 物置内のワラ束焼損 築地新居地内
5月   7 日（水） 午前   0 時 30 分頃 山伏川右岸畑のワラ束焼損 河東中島地内
5月 22日（木） 午前   5 時 10 分頃 薬店のビニール製カーテン焼損 西条一区地内
5月 24日（土） 午前   1 時 10 分頃 住宅の壁及び物置等焼損 西条二区地内
5月 24日（土） 午前   1 時 20 分頃 民家庭先に火をつけた新聞紙投棄 西条二区地内
5月 24日（土） 午後 11時 30分頃 貸し店舗裏に立てかけてあったよしず焼損 築地新居地内

5月 25日（日） 午後   9 時 15 分頃 西条小バスケットゴールに巻かれた人工芝焼損
（火をつけた小中学生は竜王町で補導）

西条一区地内

6月   1 日（日） 午前   8 時頃 若宮神社境内で新聞紙の燃えた跡を発見 西条一区地内
6月   3 日（火） 午前   0 時頃 看板店敷地内ダンボール焼損 河東中島地内

6月   4 日（水） 午後 10時 30分頃 住宅の外においてあった新聞紙の束焼損 河 西 地 内
午後 11時 40分頃 住宅の玄関で紙類を燃やしアルミサッシ戸焼損 河東中島地内

6月   9 日（月） 午後   3 時 10 分頃 農業用倉庫軒下のワラ束焼損 築地新居地内
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☎

　

金
婚
祝
金
制
度
は
、
お
二
人
の

長
寿
を
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、

長
年
に
わ
た
り
社
会
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
そ
の
労

を
ね
ぎ
ら
う
こ
と
を
目
的
に
結
婚

50
年
を
迎
え
た
ご
夫
婦
に
町
か
ら

祝
金
（
６
万
円
）
を
贈
る
制
度
で

す
。☎

◆
対
象
者

は
、
町
内
在

住
者
で
戸
籍

記
載
事
項
に

基
づ
き
結
婚
50　　　　　　　　　　　　
年
を
迎
え
た
ご
夫

婦
で
す
。
な
お
、『
金
婚
記
念
日
』

以
前
引
き
続
き
10
年
以
上
の
住
民

登
録
者
、
ま
た
は
外
国
人
登
録

者
で
あ
る
こ
と
が
要
件
と
な
り
ま

す
。

平成 16年度町職員採用にあたり、採用試験を県下市町村職員統一試験の要領に基づき実施します。
（採用は事務職員若干名）

　＊教養試験〔択一式 120 分〕…公務員として必要な一般知識・技能について、大学卒業程度で試験
　　を行う。
　＊事 務 適 性 検 査〔10分〕…職員としての適応性を、正確さ・迅速さ等の作業能力方面から検査
　　を行う。

　＊論述試験〔記述式〕　＊口述試験　＊一般性格診断検査

　役場総務課（☎ 275-2111 内線 205・206）まで

事務職Ⅰ

7月22日（火）～8月5日（火）

午前 9時～午後 5時

（土・日曜日は除きます。）

第 1次試験

9月 7日（日）

山梨学院大学　新 12号館　16号館

（甲府市酒折 2-4-5）

・大学を卒業した者、卒業
　見込の者及び同程度の学
　力を有する者
・昭和 50 年 4 月 2 日から
　昭和 57 年 4月 1日まで
　に生まれた者
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一
年
間
で
最
も
紫
外
線
の
強
い
季
節
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
昔
か
ら
、
車
が
右
ハ

ン
ド
ル
の
国
に
は
体
の
右
側
に
、
左
ハ
ン

ド
ル
の
国
で
は
左
側
に
皮
膚
癌
が
多
い
こ

と
な
ど
か
ら
、
紫
外
線
と
皮
膚
癌
の
間
に

何
ら
か
の
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
紫

外
線
に
よ
る
皮
膚
癌
は
、
紫
外
線
に
よ
っ

て
で
き
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
傷
が
引
き
金
と
な

り
、
遺
伝
子
の
変
異
に
よ
っ
て
生
じ
る
こ

と
が
証
明
さ
れ
、
改
め
て
紫
外
線
の
皮
膚

へ
の
影
響
が
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
紫
外
線
に
関
連
し
た
皮
膚

癌
に
は
様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
比

較
的
数
多
く
認
め
ら
れ
る
も
の
に
日
光
角

化
症
が
あ
り
ま
す
。
日
光
に
よ
り
皮
膚
の

浅
い
所
に
で
き
る
こ
の
ガ
ン
（
表
皮
内
ガ

ン
、
あ
る
い
は
前
ガ
ン
腫
瘍
）
は
、
顔
や

手
の
甲
と
い
っ
た
日
光
に
当
た
る
部
位
に

赤
い
班
と
し
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
全

国
で
毎
年
10
万
人
以
上
の
方
に
こ
の
病

気
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
日
光
角
化
症

の
病
変
部
の
表
面
は
、
カ
サ
カ
サ
し
て
い

る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
時
に
び
ら

ん
（
皮
膚
が
む
け
た
状
態
）
を
伴
う
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
段
階
で
は
、
手
術
で

切
除
す
れ
ば
転
移
な
ど
の
心
配
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
長
く
放
置
し
て
い
る
と
、
そ
の

0.1
〜
10
％
が
悪
性
度
の
高
い
有
棘
細
胞
ガ

ン
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
屋
外
で

労
働
す
る
人
、
日
焼
け
し
や
す
く
赤
く
な

る
だ
け
で
色
が
黒
く
な
ら
な
い
タ
イ
プ
の

人
、
子
ど
も
の
頃
に
水
泡
が
で
き
る
ほ
ど

ひ
ど
い
日
焼
け
を
経
験
し
た
人
な
ど
は
日

光
角
化
症
が
好
発
し
や
す
い
と
い
う
報
告

が
あ
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

紫
外
線
防
止
に
最
も
有
効
な
手
段
は
サ

ン
ス
ク
リ
ー
ン
剤
で
す
。
一
般
的
に
は
、

紫
外
線
中
の
Ｕ
Ｖ
Ｂ
（
Ｕ
Ｖ
Ａ

：

皮
膚
深

部
ま
で
届
く
紫
外
線
、
Ｕ
Ｖ
Ｂ

：

皮
膚
表

面
近
く
に
届
く
紫
外
線
）
の
防
止
効
果
を

示
す
Ｓ
Ｐ
Ｆ
値
が
30
以
上
あ
れ
ば
十
分

に
皮
膚
癌
を
防
止
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
最
近
、
同
じ
く
紫
外
線
に

含
ま
れ
る
Ｕ
Ｖ
Ａ
も
Ｕ
Ｖ
Ｂ
同
様
に
皮
膚

ガ
ン
を
誘
発
す
る
と
い
う
報
告
や
、
Ｕ
Ｖ

Ａ
が
Ｕ
Ｖ
Ｂ
の
発
ガ
ン
作
用
を
さ
ら
に
増

強
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
皮
膚
癌
を
防
止
す
る
た
め
に
は
Ｓ
Ｐ

Ｆ
値
に
加
え
て
Ｕ
Ｖ
Ａ
の
防
止
効
果
を
示

す
Ｐ
Ａ
値
に
も
注
目
し
た
サ
ン
ス
ク
リ
ー

ン
剤
の
選
択
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

高
齢
者
社
会
を
迎
え
、
一
生
涯
に
浴
び

る
紫
外
線
の
総
量
が
ま
す
ま
す
増
え
る
こ

と
で
、
今
後
さ
ら
に
皮
膚
癌
の
発
生
率
が

増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
日
頃

か
ら
自
分
の
皮
膚
を
よ
く
観
察
し
、
気
に

な
る
変
化
が
あ
る
時
に
は
、
気
軽
に
皮
膚

科
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

企
画　

財
団
法
人　

里
仁
会

★皆様の健康“紫外線と皮膚”

　最近、各家庭を訪問し「下水道の点検に来た」と言っ
て排水施設の点検をし、修理を迫るような手口の業
者が町内で報告されています。
　中には、まだ下水道の未整備地区にもかかわらず
点検を迫ったり、点検中、故意に不良箇所をつくり
修理を迫るといった悪質なケースもあるようです。
　「役場の紹介で来た」というのが手口のようですが、
役場は業者をあっせんすることも、訪問させること
もありません。
　このような場合は役場下水道課へ問い合せる等、
身元確認を行ってください。

　役場下水道課（☎275-2111内線236・237）

☎

☎

☎
☎
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　◎潜伏期間・・・ＳＡＲＳの潜伏期間は長くて 10日間と言われています。

　◎症　　状・・・38度以上の発熱、せき、肺炎、呼吸困難等の呼吸器症状。

　◎カゼ（インフルエンザ）のような症状があり、10日以内に次のような状況にあった方。

　　＊発症前 10日以内に　　 ①ＳＡＲＳの発生地を訪問している方

　　　　　　　　　　　　　　②ＳＡＲＳの発生が報告されている地域に居住していた方

　　　　　　　　　　　　　　③原因不明のＳＡＲＳ患者の看護や介護をしたり、同居していた方

　◎外出後などは手洗い、うがいを行う。（汚れた手で目・鼻・口などに触らない。）

　◎不特定多数の人が集まる場所はなるべく避ける。

　◎感染者との接触の可能性がある場合にはマスクを使用する。

☎
　◎峡 中 地 域 振 興 局 健 康 福 祉 部（小笠原保健所）　　　　　　　　　　　☎ 055-282-1116

　◎峡 東 地 域 振 興 局 健 康 福 祉 部（石和保健所）　　　　　　　　　　　☎ 055-262-2155

　◎峡 東 地 域 振 興 局 健 康 福 祉 部（日下部保健所）　　　　　　　　　　　☎ 0553-20-2752

　◎峡 南 地 域 振 興 局 健 康 福 祉 部（身延保健所）　　　　　　　　　　　☎ 05566-2-1071

　◎峡 北 地 域 振 興 局 健 康 福 祉 部（韮崎保健所）　　　　　　　　　　　☎ 0551-23-3074

　◎富士北麓・東部地域振興局健康福祉部（大月保健所）　　　　　　　　　　　☎ 0554-22-7825

　◎富士北麓・東部地域振興局健康福祉部（吉田保健所）　　　　　　　　　　　☎ 0555-24-9035

　◎福祉保健部健康増進課感染症担当　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎ 055-223-1494
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出産予定日が平成15年8月～平成15年11月の人
母乳育児・お産に関する講義、妊婦体操やブレ

　　　　　スト診断など

　

＊母子手帳の交付を希望される人は、印鑑をお持ちください。

＊一般健康相談は40歳以上の人を対象に血圧測定、尿検査、栄
　養相談などを行います。また、
＊ のお申込みを受付けています。町内にお住ま
　いの 30歳以上の女性で希望される人は印鑑をお持ちくだ
　さい。有効期間は 3か月間です。

平成 15年 4月生まれのお子さん
母子手帳・筆記用具・バスタオル

＊予防接種及び神経芽細胞腫検査の説明と予診票の配布。

母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・バスタオル

平成14年5月～平成14年6月生まれのお子さん
母子手帳
お子さんと楽しく遊びながら育児の情報交換をし

　　　　　ます。

　町内に住む身体に障害をお持ちの人
　　　　　（脳血管疾患後遺症・整形外科疾患など）

☎

平成 12年 4月～平成 12年 5月生まれのお
　 　　子さん及び前回未受診のお子さん

母子手帳・3歳児健康質問票・尿検査セット他

7月   1 日（火）西条新田・紙漉阿原 町 総 合 会 館
7月   2 日（水）築 地 新 居 町 総 合 会 館
7月   3 日（木）飯 喰 ・ 河 西 常永小体育館
7月   4 日（金）上河東・上河東二区 常永小体育館
7月   6 日（日）押 原 ・ 常 永 地 区 町 総 合 会 館
7月   7 日（月）押 越 町 総 合 会 館
7月   8 日（火）清 水 新 居 清水新居公民館
7月   9 日（水）西条一区・西条二区 町 総 合 会 館
7月 10日（木）西 条 二 区 町 総 合 会 館
7月 11日（金）河 東 中 島 町 総 合 会 館
7月 13日（日）西 条 地 区 町 総 合 会 館

（
混
雑
を
避
け
る
た
め
受
付
時
間
を
設

定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。)

8 月 11 日（月）築 地 新 居 要 精 検 の 人
8月 12日（火）河東中島・紙漉阿原 要 精 検 の 人
8月 18日（月）飯 喰 ・ 河 西 要 精 検 の 人
8月 19日（火）上河東・上河東二区 要 精 検 の 人
8月 20日（水）押 越 西条一区・西条新田
8月 21日（木）西 条 二 区 清 水 新 居

13 　 　
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　7月 2日（水）
　町長室
　午後 1時 30分～ 4時

※あらかじめ まで
　ご連絡ください。
　 ☎

　2日・9日・16日・23日・
　　　 30日の毎週水曜日

　社会福祉協議会
　午後 1時 30分～ 4時

※あらかじめ
　までご連絡ください。
　 ☎

　7月 16日（水）
　町役場別棟会議室

　　　2階小会議室
　午後 1時～ 3時

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは

まで
　 ☎

　随時
　　　（金・土・日曜日は除く）
　町中央公民館２階
　午前 9時～午後 4時

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　月～金曜日は受付のみ
　　　第 2・第 4土曜日
　町総合会館 2階相談室
　月～金曜日は

　　　午前8時30分～午後5時
　　　第 2・第 4土曜日は
　　　午後1時30分～4時

※直接会場へおこしください。
　お問い合わせは、

まで
　 ☎

　7月 22日（火）
　町総合会館裏
　午後 1時～

☎

15 　 　
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　汐見　稔幸　　　　　　　　　　　旬報社

　栗田　絵里　　　　　　　　　　　光文社

　曽野　綾子　　　　　　　　　　　祥伝社

　重村　智計　　　　　　　　ＰＨＰ研究所

　山崎　えり子　　　　　　　　　　弘文堂

　高楼　方子　　　　　　　　フレーベル館

　ホリー・ホビー　　　　　　　　ＢＬ出版

　志茂田　景樹　　　　　　　   Kiba　Book

　ジュリー・ハーン　　ソニー・マガジンズ

　アンドレア・ホイヤー　　河合楽器製作所

☎

　財務省関東財務局甲府財務事務所では、県内に所在する下記記載の国
有宅地 11物件について、一般競争入札（期間入札）を実施します。
　なお、お問合せは甲府財務事務所管財課までお願いします。

：7月 17日（木）～ 24日（木）
：7月 30日（水）

　財務省関東財務局　甲府財務事務所　管財課
　　　　　（甲府市北口一丁目 4-10　☎ 253-2261 内線 51）
　　　　　ホームページアドレス　http://www.mof-kantou.go.jp/

甲府市住吉 5-3106 宅 地 1 種 住 居 206.72 11,500 千円
甲府市大里町字中耕地
3969-2 外 1筆

田 ・ 畑 1 種中高層 1,668.04 40,000 千円

甲府市下飯田 4-1090-1
外 1筆

雑 種 地 1 種 住 居 1,326.01 39,400 千円

甲府市下飯田 4-1639-2 田 1 種 住 居 285.40 14,400 千円
富士吉田市下吉田字上
手天神上1735-3外 1筆

宅 地 近 隣 商 業 1,000.09 44,800 千円

東八代郡石和町窪中島
字新開 197-5

雑 種 地 無 指 定 302.07 10,900 千円

東八代郡石和町四日市
場字大口町 2031-37

雑 種 地 無 指 定 2,597.65 60,500 千円

中巨摩郡田富町臼井阿
原字村西 1440-65

畑 1 種 住 宅 219.14 6,610 千円

中巨摩郡田富町臼井阿
原字五丁田 1217-1

宅 地 調 整 510.86 12,300 千円

南都留郡河口湖町河口
字滝沢 595-1 外 1筆

宅 地 無 指 定 1,178.65 24,100 千円

南都留郡河口湖町船津
字東恋路 2452-3

雑 種 地 無 指 定 502.0 12,300 千円

17 　 　
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☎ ☎

　去る 5月 29 日、昭和
町老人クラブ連合会総会
及び老人大学が開催され
ました。
　平成 14 年度の事業・
決算報告、平成 15 年度
事業計画・予算、及び老
人クラブ・老人大学の一

本化について審議がなされ、組織の見通し、会則の改正が行
われました。名称も永年親しまれた「昭和町老人クラブ連合
会」から「昭和町いきがいクラブ連合会」と改称し、さらな
る発展が期待されます。
　また、総会後には山梨学院大学事務局長の川手千興氏によ
り「心豊かに生きる」と題した講演が行われ好評を博しました。
　5月 26日には中巨摩郡老人クラブ連合会総会が開催され、
席上、郡老連会長から河東中島の雨宮くら様の永年の功績を
たたえ表彰状が贈呈されました。
　なお、当クラブでは新会員の入会を受付けています。関心
のある方は地区会長、または社協までお気軽にお問合せくだ
さい。

　

介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や
障
害
者

等
へ
車
イ
ス
の
ま
ま
乗
る
こ
と
が
で
き
る

自
動
車
を
貸
出
し
ま
す
。

　

介
護
を
受
け
る
も
の
が
昭
和
町
に
在
住

し
、
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
と
し
ま
す
。

①
介
護
を
受
け
る
者
が
肢
体
不
自
由
に
よ

　

り
日
頃
か
ら
車
イ
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

　

も
し
く
は
、
高
齢
ま
た
は
障
害
の
た
め

　

歩
行
が
困
難
な
場
合
。

②
運
転
す
る
者
が
、
要
介
護
者
の
家
族
・

　

親
族
で
あ
る
場
合
。
も
し
く
は
、
昭
和

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
に
登
録
さ
れ
た
送

　

迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
場
合
。

　

無
料
で
す
が
、
燃
料
費
及
び
維
持
費
と

し
て
走
行
距
離
1.0
㎞
当
た
り
20
円
を
利
用

者
の
負
担
と
し
ま
す
。

　

祝
日
を
除
く
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
の
１
日

と
し
ま
す
。

＊
利
用
希
望
者
は
、
利
用
日
の
７
日
前
ま

　

で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

＊
利
用
目
的
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
社

　

会
参
加
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

　

利
用
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介
い
た
し
ま

す
が
、
そ
の
場
合
に
は
１
回
１
時
間
当
た
り

６
０
０
円
程
度
の
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
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「
お
互
い
に
協
力
し
あ
い
、
助
け
合

い
、
積
極
的
に
行
動
す
る
。」
を
は
じ

め
と
す
る
自
分
た
ち
の
行
動
目
標
の
も

と
、
二
年
生
が
五
月
二
十
三
日
に
「
ふ

る
さ
と
探
訪
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

甲
府
盆
地
内
に
あ
る
自
然
、
文
化
、

産
業
、
歴
史
な
ど
に
関
わ
る
史
跡
や
施

設
、名
勝
地
を
自
分
た
ち
の
力
で
調
べ
、

そ
れ
を
元
に
コ
ー
ス
な
ど
も
自
分
た
ち

で
設
定
し
て
、
一
日
か
け
た
少
人
数
で

の
小
旅
行
で
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
主
と
し
て
総
合

的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
意
欲
的
に
調

べ
る
態
度
や
調
べ
る
力
を
つ
け
、
仲
間

と
共
に
、
よ
り
良
い
方
法
を
工
夫
す
る

力
を
つ
け
て
ほ
し
い
と
の
願
い
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
人
と
の
す
ば
ら
し
い

出
会
い
を
経
験
し
な
が
ら
、
行
動
模
範

を
身
に
つ
け
、
地
域
の
す
ば
ら
し
さ
を

実
感
し
て
ほ
し
い
と
の
願
い
も
あ
り
ま

し
た
。

　

欲
張
り
な
願
い
を
持
っ
て
始
め
た
取

組
で
す
が
、
終
わ
っ
て
み
る
と
様
々
な

う
れ
し
い
体
験
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

六
郷
町
の
国
産
品
加
工
組
合
で
は
体

験
を
し
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
時
の
協

力
す
る
様
子
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
が

そ
の
場
に
い
た
方
々
の
心
を
打
ち
、「
大

人
が
教
え
ら
れ
た
。」
と
い
う
こ
と
で

費
用
を
た
だ
に
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う

こ
と
を
聞
き
ま
し
た
し
、
バ
ス
の
中
で

乗
り
合
わ
せ
た
方
と
仲
良
く
な
っ
た
等

の
話
は
多
く
聞
き
ま
し
た
。
学
習
段
階

か
ら
当
日
ま
で
多
く
の
経
験
を
し
て
く

れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
や

修
学
旅
行
に
活
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

六
月
十
日
（
火
）、
五
年
生
七
十
名

で
お
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
山
本
哲
さ

ん
の
田
ん
ぼ
を
お
借
り
し
、
こ
れ
ま
で

も
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
神
宮
寺

辰
雄
さ
ん
に
苗
作
り
か
ら
ご
指
導
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
一
本
一
本
に
心
を
込

め
な
が
ら
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生

き
る
力
」
の
育
成
を
目
指
し
た
新
し
い

教
育
課
程
が
始
動
し
ま
し
た
。
基
礎
学

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
大
切
さ
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ら
を

総
合
的
に
結
び
つ
け
な
が
ら
、
い
ろ
い

ろ
な
体
験
を
通
し
て
本
物
と
触
れ
合
う

こ
と
の
大
切
さ
を
「
泥
ん
こ
」
の
子
ど

も
た
ち
か
ら
感
じ
ま
し
た
。

　

五
月
三
十
日
（
金
）
に
東
海
沖
地
震

に
よ
る
警
戒
宣
言
発
令
を
想
定
し
た
避

難
引
渡
し
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、ゴ
ミ
ゼ
ロ
の
日
に
合
わ
せ
、

下
校
途
中
に
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
う

『
親
子
ク
リ
ー
ン
活
動
』
や
通
学
路
の

安
全
点
検
・『
子
ど
も
一
一
〇
番
の
家
』

の
確
認
な
ど
も
合
わ
せ
て
行
い
、
親
子

で
地
域
の
環
境
美
化
や
登
下
校
の
安
全

に
つ
い
て
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

　

六
月
八
日
（
日
）
に
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
お
い
て
、
第
三
十
四
回
交
通
安

全
子
ど
も
自
転
車
山
梨
県
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
本
校
か
ら
六
年
生
と
五
年

生
の
各
五
名
ず
つ
の
二
チ
ー
ム
が
参

加
し
、
学
科
テ
ス
ト
や
安
全
走
行
テ
ス

ト
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
一
か
月
前
か
ら

南
甲
府
署
員
の
方
々
に
放
課
後
ご
指
導

い
た
だ
き
、
学
科
部
門
や
安
全
走
行
部

門
に
お
い
て
個
人
賞
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
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五
月
三
十
日
、
三
年
親
子
の
集
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

元
気
い
っ
ぱ
い
活
動
的
な
三
年
生
は
、
大
好

き
な
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
、
お
父
さ
ん
・
お
母
さ

ん
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

試
合
が
始
ま
る
と
、
う
れ
し
く
て
張
り
切
る

子
ど
も
た
ち
。
最
初
は
手
加
減
し
な
が
ら
山
な

り
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
て
い
た
お
母
さ
ん
た
ち

も
、
試
合
が
進
む
に
つ
れ
て
投
げ
る
ボ
ー
ル
に

力
が
入
り
、
親
子
で
の
ぶ
つ
け
合
い
も
見
ら
れ

ま
し
た
。
結
果
は
親
チ
ー
ム
の
圧
勝
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
親
子
ミ
ッ
ク
ス
で
試
合
。
コ
ー
ト

か
ら
は
、
笑
い
声
も
聞
か
れ
、
楽
し
い
時
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

五
月
三
〇
日
、
一
年
生
と
遊
ぶ
会
が

体
育
館
で
開
か
れ
、
一
年
生
は
拍
手
の

な
か
、
み
ん
な
の
前
に
入
場
し
て
一
人

ひ
と
り
元
気
に
自
分
の
名
前
を
言
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
児
童
会
長
さ
ん
が

「
は
や
く
友
だ
ち
に
な
れ
る
よ
う
に
み

ん
な
で
楽
し
く
遊
び
ま
し
ょ
う
」
と
、

あ
い
さ
つ
。
児
童
会
で
考
え
た
じ
ゃ
ん

け
ん
列
車
や
名
刺
じ
ゃ
ん
け
ん
の
ゲ
ー

ム
を
し
て
、
た
く
さ
ん
名
前
が
わ
か
っ

て
友
だ
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
き
ま
し
た
。

　

五
月
二
六
日
、
三
年
生
が
校
区
探

検
を
し
て
地
域
の
様
子
を
学
習
し
ま
し

た
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
町
で
も
場
所

が
違
う
と
道
路
や
お
店
や
家
の
多
い
と

こ
ろ
、
田
ん
ぼ
や
畑
が
あ
る
と
こ
ろ
な

ど
、
地
域
の
特
色
が
見
ら
れ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
地
域
を
見
る
目
も
大
人
以
上

で
し
た
。
歩
く
ば
か
り
で
な
く
学
校
の

塔
の
上
か
ら
町
を
見
る
こ
と
や
、
航
空

写
真
や
地
図
な
ど
も
調
べ
て
、
未
来
の

昭
和
町
に
も
思
い
を
巡
ら
す
学
習
を
し

て
い
ま
す
。

　

四
年
生
は
安
全
な
暮
ら
し
と
町
づ
く

り
の
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。
教
科
書
で

し
っ
か
り
勉
強
し
て
か
ら
本
物
を
見
学

し
ま
し
た
。

　

五
月
二
三
日
、
甲
府
南
消
防
署
・
交

通
管
理
セ
ン
タ
ー
通
信
司
令
室
・
中
巨

摩
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
係
の
人
か
ら

お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
生
活

を
守
る
た
め
に
た
く
さ
ん
の
人
が
夜

中
も
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
事
故
や
火
事
の
お
そ
ろ
し
さ
、
ゴ

ミ
の
多
さ
な
ど
、
教
室
で
の
勉
強
に
こ

れ
ま
で
以
上
に
力
が
入
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
二
〇
日
に
は
、
交
通
安
全
を

め
ざ
し
三
・
四
年
生
の
自
転
車
教
室
も

実
施
し
ま
し
た
。
南
甲
府
警
察
署
守
屋

警
部
、
交
通
安
全
協
会
石
原
部
長
、
樋

口
・
海
和
交
通
指
導
員
の
み
な
さ
ん

一
六
名
が
講
師
と
な
っ
て
指
導
し
て
く

れ
ま
し
た
。
自
転
車
は
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
乗
れ
ば
安
全
な
乗
り
物
で
す
。
ご
家

庭
や
地
域
み
ん
な
で
ご
指
導
を
お
願
い

し
ま
す
。
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＊標準額については消費税込みとし、賄いはなしとする。
　　　＊稲作作業の場合、燃料は請負者持ちとする。
　　　＊同一作業内容の場合、男女同一賃金とする。
　　　＊田植えについては、雇主が助手等をつけること。

　平成 14年 4月に消防法の一部が改正され、一定の防火対
象物については、消防法及び火災予防等に係る専門的な知識
を有する防火対象物点検資格者が、用途の実態や消防計画に
基づいた防火管理の実施状況等の火災予防に係る事項も含め
て総合的に点検し、その結果を管理権限者が消防機関に報告
することとなりました。

　8月 26日（火）・27日（水）・28日（木）・29日（金）
　山梨県中小企業人材開発センター
　（財）東京防災指導協会（☎ 03-5295-3080）
　7月 1日（火）～ 8日（火）
　甲府地区消防本部予防課査察指導係

　 　 　　（☎ 222-1190　内線 251）

　8 月 4 日・7 日・11 日・18 日・21 日・25 日・　
　　　　28日・9月 1日（月・木曜日）　午後 8時～ 10時

　アイリスゴルフクラブ（☎ 243-0074）
　1人 10,000 円（ボール代・保険料）
　20名（定員になり次第締め切ります。）
　各自ゴルフクラブ持参
　町教育委員会　生涯スポーツ係（☎ 275-3737）

　草木染めの基礎・基本の技法・染め方を実習して覚えます。

　8月 24日（日）　午後 1時～ 4時
　町中央公民館　工作室
　比江島　玲さん
　エプロン（汚れてもいい服装）
　2,000 円（材料代）
　7月 18日（金）までに電話でお願いします。

☎

稲

作

耕 起 と 代 か き
（トラクター・耕運機）

10a 当り
13,000 円 圃場整備地内
14,000 円 そ の 他

トラクター耕起 10a 当り
  8,000 円 圃場整備地内
  9,000 円 そ の 他

代 か き の み 10a 当り
  8,000 円 圃場整備地内
  9,000 円 そ の 他

機 械 田 植 え 10a 当り
  9,000 円 圃場整備地内
10,000 円 そ の 他

稲
刈

バインダー 10a 当りひも付
  9,500 円 圃場整備地内
10,500 円 そ の 他

稲脱
刈穀

コンバイン 10a 当り乾燥まで
19,000 円 圃場整備地内
20,000 円 そ の 他

脱穀（ハーベスター）10a 当り脱穀のみ   8,500 円 助手等は雇い主
水 稲 育 苗 1　　箱      893 円 配 達 代 別

雇　　人（一般農作業） 時　　給   1,000 円

　【午後の部】
　　　　7月 16日～ 9月 24日（毎週水曜日　全 10回）
　　　　午後 2時～ 3時 30分
　　　　＊ただし、8月 13日は除く
　　　　【夜間の部】
　　　　7月 16日～ 9月 24日（毎週水曜日　全 10回）
　　　　午後 6時 45分～ 8時
　　　　＊ただし、8月 13日は除く

　町立温水プール
　町内在住の成人
　各教室 20名（定員になり次第締め切ります。）
　利用回数券（3,000 円）と上履き（ヒモ等で調整で

　　　　き底が厚めのもの）をご用意ください。
　7月 8日（火）午前 10時から受付します。

　　　　（電話での受付も可能）
　　　　町立温水プール（☎ 275-9811）

　龍馬が目指した新しい世の中とは一体なんだったのでしょ
うか？龍馬の生き方を通して日本の将来を担う子どもたちに
何かを考えてもらいたい。大人たちに今一度、この国の行く
末を考えていただければと、山梨龍馬会「甲斐援隊」と町教
育委員会が共催で講演会を計画しました。お誘い合わせてご
参加ください。

　7月 27日（日）　午後 2時～ 4時 30分
　町総合会館 2階　軽運動室
　高知県坂本龍馬記念館館長　小椋　克巳氏
　無料
　7月 1日（火）から受付開始

✿

✿

♥

♥
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件　数 負傷 死者

物損 67件
（－ 5）
人身 26件
（＋ 3）

32人

（－ 2）

1人

（＋ 1）

（　）内は、前月比
（西条・押原駐在所調べ）

交通安全期間以外も
安全運転です！！

　7月 3日（木）～
　　　　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）

　7月 22日（火）～ 8月 1日（金）
　　　　　　　　　（土・日曜日、祝日を除く）

　8月 24日（日）
　山梨英和大学（甲府市横根町 888）

　　　　　　　　　☎ 223-6010
　平成 15年 7月 22 日以前から引き続き甲

　　　　　　　　　府市、竜王町、敷島町、玉穂町、昭和町、
　　　　　　　　　及び田富町に住所を有している者。（就学
　　　　　　　　　中のため転出中の者も可）

　甲府地区広域行政事務組合消防本部人事課
　　　　　　　　　（甲府市伊勢三丁目 8-23）☎ 222-1249

　町が医療機関などに支払っ
た4月分の医療費は、約5,245
万 1 千円です。（前年同月比
20.0% の増）病気の予防は、
早期発見、早期治療が大切

です。むやみな
転医はつつしみ、
医療費を大切に
使いましょう。

県内に居住する、または県内の企業に従事する勤
　　　　　労少年

　山梨県峡中地方勤労青年センター
　 　 　　（中巨摩郡玉穂町一町畑 1189　☎ 273-6479）

～ろう学校教育相談・乳幼児教室～
　お子さまの『きこえ』『ことば』のことで不安はありませんか。
　少しでも不安のある方はぜひ、この機会にご相談ください。
言語聴覚士の資格のある教員がご相談に応じます。

　7月 18日（金）～ 20日（日）
　 　　午前9時～午後5時（ただし、18日は午前10時～）

　県立ろう学校　乳幼児教育相談室（山梨市大野1009）
　0歳児より
　①お子さまの「きこえ」と「ことば」に関する悩

　　　　　　み相談
　　　　　②「きこえ」と「ことば」に不安のあるお子さま
　　　　　　への関わり方のアドバイス（育児相談）
　　　　　③聴力検査
　　　　　④補聴器調整

　事前に電話か FAXで日時を予約してください。
　ろう学校乳幼児教室　金子

　 　 　　☎ 0553-22-1378　℻ 0553-22-6419
　 　 　　E-mail　sodan ＠ rogako.kai.ed.jp

　県では、高齢者の方に配慮した良質な賃貸住宅を建設され
る民間事業者を募集します。
　事業者は、賃貸住宅の建設に関する計画を作成し、知事の
認定を受ける必要があります。
　認定を受けた賃貸住宅の建設事業者には、廊下や階段など
の共同施設の整備、高齢者向けの設備の整備などの建設費用
の一部について県から補助が受けられます。
　詳しい内容については、『高齢者向け優良賃貸住宅』建設
事業者説明会においてご説明いたしますので、事業をお考え
の方のご参加をお待ちしております。
　なお、説明会に出席される方は、次のところまで電話・
FAXにて申込みをお願いします。

　7月 11日（金）　午後 2時～
　恩賜林記念館2階大会議室（甲府市丸の内一丁目5-4）
　甲府市、南アルプス市、中巨摩郡地内に高齢者に配

　　　　慮した賃貸住宅の建設をお考えの方
　山梨県土木部住宅課計画担当

　　　　（☎ 223-1731　℻ 223-1736）

INFORMATION CORNER

ヨガ教室
（初級コース）

8月 1日～
　　10月 31日
（毎週金曜日）
午後7時30分～

8時 45分

18名
3,000 円

（入館料
毎回 100 円）

管理棟
（2階）

ヨガ教室
（初級コース）

8月 5日～
　　10月 28日
（毎週火曜日）
午後7時30分～

8時 45分

18名
3,000 円

（入館料
毎回 100 円）

管理棟
（2階）

　検察審査会は、本年 7月 12 日に検察審査会法施工 55 周

年を迎えます。検察官が被疑者（犯人と思われる人）を裁判

にかけなかったこと（不起訴処分）のよしあしを、国民の中

からくじで選ばれた 11 人の検察審査員が審査する、それが

検察審査会制度です。詳しくは、 （☎

235-1131 内線 2380・2381）までお問合せください。
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☎

んなの健康 　

☎

人　口

男

女

世帯数

15,984 人（＋ 54）

8,180 人（＋ 37）

7,787 人（＋ 17）

6,155 戸（＋ 35）

½
Ⓐ

Ⓐ
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